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D-iscussions lT]- dynamic-･

森 肇

〔A〕本賀論 ･〔B〕個別的現象,〔C〕方法論の5つに分けたが便利であるO
〔A_〕としては
(11 熟揺動のダイナ ミックス ー 臨界揺動を支える動的機構として criti-

Cai slowing- downが知 られている｡
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､(2) 疎界領域こおける集団運動 - (a)hydrodynamic 這 O｡Iies(kくく だ)

の輸送係数の異常増大 ,(b)crl七ICal regime ( k二王> 方 )における新

しい集団運 動の正体 ｡

(引 非線型効果 - T-うTcにつれ て系は不安境 となるが,それ:I.=伴 う準線

型項はどんな効果をひき湛すか O

などがあるo 〔-3〕としてこの研究会で議論されたものは,

(41 KDP･.TαS･塩界溶液などの誘電分散に 見られる,確転移に伴 う

polydlSperSe 0

(5i 変位塑強誘電体.'=おけ る経和の異常O

であ った｡

これ らの現象を叡扱 う統一的方法はまだ確立 されてお らず,現在,,'､カ頼朝軒

数 法,@ グ リーン辞教法,③ kinetIC ,Lnethod,塗)現象論などが使われて

いる｡ グ ラフの方法も俊われだした｡

これ らのことについて十分に討論 ㌻る時'間がなか ったのであ 5が,個人的見

解を加えて ,二 ,三の印象を述べること こしたい｡

hydro(ユynamuic lnOd_es こ現われる critlCal slowing- dLJjWnおよび

輸送係数 の異常は.現在 ･反強磁性共鳴吸収の巾や(4)の周 適な どを舞いては,

走性的こ 鰍 韓できるようこな ったO但 し東体- りウムの l点を除くO蘇って･

異常の指数 を正確●に議論す る段階二割達 しつつある｡例えば,輸送係数の振 界

指数の蘭の関藤を導 くことな どOこれに隣L ど scaling law の-硬化が可能

か どうかは天変興味深い閑適である｡ なお ,夷嶺勘当に :･-ctkくく G を溝す注意深

い実験が まだ欠乏 しているO

(2日b)の cri+uiL7al regi氾eの問題 も一般性をもつ問題であ って,今後理論

的実験的に活発 に研究され るものと思われる｡

(封 につ いては,(4)の poly･,iisperseの問題 に辞 して西川氏の非線型現象

論があるOこOj硬象論 の意味について い ろいろな議論が行なわれたが, Gil-･Jltu -
ber mod-eユで1,か polyd-ispeTLSeになりうるのは '上'C の庵 く近傍に限られ

るようであ る (JJJl崎 ,山闇 う O

西川氏 の現象論は天変魅力約であるが,そここ使われた仮定や近似は結局明

らか にできなかったo polyd.isperseを kirleもic TnO,ielか ら導 くには,
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DisuTussions 川 〕 → dynamiC -

G-1auber mOdelをどう拡張 すればよいかが問題 となるが , proton系だけ

を考 えるのは不十分だ という見方もあ った｡この間題の面 白さほいろいろなク

ラスタ一の渡和が uniformモー ドと couple して現われ ,それ らクラスタ

ーの緩和が温度に強 く依存する点にあるO従 って ,問題 はこの couIplingをI

うまく取 り出 ㌻ことにある｡

相転移に伴 うダイナ ミックな問題は顎象が面 白いだけ でなく,非平衡続計力

学を鍛える格好 の聞過 ごもある.非平衡統計力学が-未完成なことと,ダイナ ミ

ックな間題は系の相互作用に鋭敏なことのためこ ,ス クテ イクな問題 と発展段

階が興 るZTi,しか し,単純な基 本的法則が存在するこ違いないO
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